
区⺠の皆様から直接に
いただいた要望も取り
上げました｡学校周辺の
防犯カメラの設置､商店
街内での危険通行する
自転車への対策､東上線
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地域包括ケアシステムの構築にはニーズに応じた
住宅が提供されることが前提となっています。
しかし現実には高齢者の孤独死や事故への懸念から
住宅確保が難しいケースが発生しています｡そこで､
「高齢者の住まいや居場所の確保について」､
「空き家の活用や転用」､「サービス付高齢者住宅
の整備・拡充」などに関しての質疑を行いました。

Vol.23

今回も元気な活動を大追跡！
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板橋区議会･本会議にて
一般質問を行う！
板橋区役所/本会議場

「地域包括ケアシステム」の構築は､高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることが
できるように構築が求められている。今後のさらなる進展へ向けた質疑を展開。
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討議資料

総括質問

地域の抱える課題の改善を求めて質疑
板橋区議会･決算調査特別委員会

予算要望

区⻑提出した予算要望への回答を受ける
板橋区役所

↑3期目では初めての一般質問。継続して取り組んできた
防災対策、地域運営学校の設置などの進捗も確認。

報告！質問をした内容

防災対策
●川越街道などの緊急
輸送道路沿いの耐震化
●分譲マンションの
耐震化促進と実態把握

教育施策
●地域運営学校の実現を
●小中一貫カリキュラム
●ユネスコスクールへの
加盟でESDの充実を

自由に遊べる公園
●キャッチボール禁止等
のような禁止事項が
一切ない自由に遊べる
公園の実現を

生活困窮者自立支援
●相談場所の改善
●生活困窮者への訪問に
よるアプローチ支援の
今後の充実を求める

（10/21） （2/2）

総括質問での質疑 予算要望への回答書

踏み切り対策､今後も児童の増加が見込まれ
る小学校の改築などの改善を求めました。

政務調査会の副会⻑と
して取りまとめに尽力
した区への予算要望に
対して回答を区⻑より
いただきました｡要望が
反映されたものがあり
ますが､まだ道半ばの取り組みも残っていま
す｡実現に向けて予算審議に臨んでいきます｡

医療
住まい

介護

生活支援
介護予防

医療ケア･
サービスの提供

介護ケア･
サービスの提供

活動の場の提供

通院･入院

通所･入所

自治会や
ボランティアへの参加

地域包括
支援センター
ケアマネージャー

地域包括ケアシステムのイメージ
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一 般 質 問 ダイジェスト

一 般 質 問

質問①
高齢者の住まいの確保は地域包括ケアシステムの前提！

地域包括ケアシステムの構築について

Q：高齢者の住まいの確保を図るための施策充実を求める！
高齢者の入居を拒まない住宅オーナーへの支援制度を
高齢者は住宅確保が難しいケースが発生している｡いわゆる貸し渋りがあるのは事実｡
ひとり暮らし高齢者であったり､軽度であっても介護認定を受けている場合､住まいの
確保はさらに難しいものになります｡高齢者の入居を拒まない賃貸住宅オーナーを支援
することで､高齢者の住まいの確保・安定を図る取り組みを進めるべき。

A：ひとり暮らし高齢者の増加が予想される中､高齢者の生活実態に応じた居住の場が提供
されるよう､さらに支援体制を充実して参りたい｡家賃の収納や孤立死などの心配から､
高齢者の入居が拒まれることがあることは認識しており､不動産事業者や住宅オーナー
の不安を取り除くことが重要である｡区内の不動産団体等と連携･協議しながら､高齢者
の住宅確保のための方策の検討を進めていく｡

Q：まずは日時を限定する方式から､公園利用ルールの緩和を！
ここ数年で他区においても､キャッチボール禁止などの公園の
禁止ルールを緩和し､自由に伸び伸びと遊べる空間が生まれて
いる｡日時を限定し､安全に配慮しながら､遊びの指南役となる
プレーリーダーを配置する方式が採られている｡区には日時を
限定した方式からの禁止ルール緩和を求める｡

A：おそとカフェ事業として普段は公園ではできない焚き火などの外遊びをプレーリーダー
の見守りのもとに行ってきた。今後は普段はできない他の遊びについてもルール緩和
できるようにプレーリーダーを担ってくれる団体と連携しながら進めていきたい。

元々子どもは遊びの天才であり､遊びを通じて多くのことを学び､協調性や好奇心･想像力を
養ってきた｡遊びから自然と体を動かし､その能力を培ってきたことは言うまでもありません｡
今後､子どもの自由な遊びを誘発するプレーリーダー発掘に努めてほしい。

Q：空き家を活用した高齢者の住まいの確保
全国的に空き家を活用して高齢者の地域生活を支える多様な
事業が進んでいる｡建物オーナーの思いを受けて､空き家･空き
室を地域の居場所にする｢地域共生のいえ｣を区内にも展開を｡

A：空き家の活用を先行実施している他区では､空き家を地域資源と捉え､地域貢献への活用
の相談窓口を開設している｡他区の事例等を参考に､老朽建築物の対策の中においても
研究､検討して参りたい｡

質問②
禁止事項のないプレーパーク型の公園の整備実現を！

自由に遊べる公園について

みなさんのご意見・ご要望をお気軽にお聞かせください。


